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 【目的】OSNA 法を用いた子宮体癌リンパ節転移の検出に利用できる最適な mRNA マーカーの検
討を選別し、その mRNAマーカーを用いた OSNA法による検出が実際の臨床検体として得られる SLN
の転移診断に応用可能か検討する事を目的とした。 
【方法】Gene Expression Omnibus database (GEO; http://www.ncbi.nlm.nih.gov/geo/)のデー
タベースを用いて子宮体癌で高発現でありかつリンパ節で低発現である mRNAを抽出した。 
次いで、混合検体(転移陽性・陰性リンパ節各 4個)を用いた一次スクリーニングと転移陽性・ 
陰性リンパ節各 8 個を用いた二次スクリーニングをリアルタイム定量 RT-PCR 法により行った。
その後免疫染色法による 3 次スクリーニングを行い最適 mRNA マーカーを決定した。選択された
mRNA マーカーを用いて OSNA 法の最適カットオフ値を設定した後、SLN の臨床検体を用いて通常
の 2mm切片間隔の病理診断との比較を行い、OSNA法の性能評価を行った。 
【結果】データベースより 24 個の候補 mRNA が抽出された。一次スクリーニングにて 7 個の
mRNA(CK19, EpCAM, CK7,MUC1, SCGB2A1, LCN2, FXYD3)が選択された。二次スクリーニングにて
陽性リンパ節の最大 Ct(threshold cycle)値と陰性リンパ節の最少 Ct値を比較したところ、CK19
が最も差が大きく(4.9)、次いで EpCAM(4.1),CK7(3.4)の順で発現差が認められた。この 3 個の
mRNA に対して免疫染色を用いた三次スクリーニングを行ったところ、CK19 が最も発現が認めら
れた。よって、CK19 mRNA が最も有効な可能性があるマーカーとして選択した。CK19 mRNA を用
いた OSNA 法のカットオフ値としては 250copies/μL が最も有用と判断された。感度・特異度・
陽性的中率はそれぞれ 93.3%、99.5%、93.3%であった。最後に、2 ㎜間隔の病理診断を基準にし
た際の 250 copies/μLをカットオフ値と設定した OSNA法による性能評価を 170個の SLNを用い
て行った。結果、感度・特異度・陰性的中率はそれぞれ 82.4%, 99.2%, 93.3%,であり、一致率は
97.1%(,95%CI: 0.9269322－0.9919886)であり、OSNA 法は 2 ㎜間隔の病理診断と同等の診断精度
を持つと判断した。病理診断と OSNA 法の診断不一致症例は 4個存在した。 
【結語】CK19 mRNAを用いた OSNA 法による子宮体癌リンパ節転移検出法は 2mm間隔と同程度の診
断精度を有する検査方法であり、将来的な迅速診断への応用が期待される。 
 
 

